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F O R E S T C H R I S T M A S



FOREST CHRISTMAS STORY

ランタンのやわらかな光に誘われてたどりついたのはサンタクロースの住むフィンランドの森。
「ようこそ、わたしたちのノエルの森へ」
森へと続く道には、子供たちの良い行いや願いをサンタクロースに伝える妖精やソリを引く9頭のトナカイ、
森に住む動物たちがお出迎え「さぁさぁ、こちらへ！お待ちしていましたよ」。
「あわてずゆっくりお進みください」妖精たちに導かれた場所は、クリスマスを待ちわびる人々が集まる
あたたかいおうち。そこに集まったみんなで、クリスマスまでのカウントダウンを楽しみましょう。

森の賢者
ふくろうの「 pöllö 」

ふくろうは昔から
｢幸福をもたらす｣と

言い伝えられています。



＊装飾品＊

FOREST CHRISTMAS STORY
＊テーマ＊
フィンランドの伝統的なクリスマス

＊テーマカラー＊
ホワイト

◆ヒンメリ◆
フィンランドの伝統的な装飾品。
かつて収穫祭の装飾として使用
されていたが、その後キリスト教が
広まり、クリスマスの装飾品として
使用されるようになった。

◆妖精◆

サンタクロースが住んでいるフィンランドの北部の森には、
サンタクロースの使いの“tonttu(ﾄﾝﾄｩｰ)”と呼ばれる妖
精たちが住みついている。
この妖精たちは、子供たちの良い行いや願いを
サンタクロースに伝える役目をしている。

◆9頭のトナカイ◆
サンタクロースのソリを引くトナカイは
合計9頭。列に並ぶ順番も決まっていて、
先導するのは、あの有名な赤鼻のトナカイ
「ルドルフ」。

◆ふくろう◆
ふくろうは昔から「幸福をもたらす」と言い伝えられている。
森の中に潜むふくろうを見つけられたら幸せが訪れるかも。


